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2013年３月18日
　　地方本部
各　単　　組　執行委員長　様
     eq \o\ad(総支部,　　　　)
自治労北海道本部
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　　山　上　　潔
（自治体政策部）
シンポジウム「アベノミクスで地域はどうなる!?」

～地方財政と住民のくらし～の開催について（その①）
連日の地域や職場でご奮闘に対し、心より敬意を表します。
　さて、2013年度予算編成に関しては、国の臨時特例法の地方への適用を求めて交付税を削減するなど、極めて問題があり、道本部としても、第54回臨時大会（２月６日）以降、意見書の取り組みなど提起してきたところです。
　本来、地方交付税は自治体固有の財源であり、国が政策実現のために恣意的に削減することは、地方自治の根幹にかかる問題で断じて認められません。また、交付税を削減することで自治体財政を圧迫することは、自治体が住民に対して十分なサービスを提供することができなくなることも予想されます。
　今回の問題は、自治体職員の給与のみならず、地域の大きな課題として取り組むべき課題です。道本部は、地方財政確立道民会議（連合北海道、民主党北海道で構成）と連携し、今回のシンポジウムを開催する運びとなりました。
　各地本、単組、総支部におきましては、取り組みの趣旨を十分にご理解いただき、結集して頂けますよう、お願いいたします。
記

１．名　称　シンポジウム「アベノミクスで地域はどうなる!?」～地方財政と住民のくらし～
２．日　時　2013年４月19日（金）18：00～20：30
３．会　場　かでる２．７　かでるホール　　　札幌市中央区北２条西７丁目
４．主　催　地方財政確立道民会議（連合北海道、民主党北海道）
５．規　模　500人
６．内　容　18：00　　開会
　　　　　　　　　　　　主催者あいさつ　
　　　　　　18：10　　講演「アベノミクスが地域を壊す！」
　　　　　　　　　　　金子　勝　慶應義塾大学教授
　　　　　　18：50　　パネルディスカッション「どうなる!?　地方財政と住民のくらし」
　　　　　　　　　　　　コーディネーター：（調整中）
　　　　　　　　　　　　コメンテーター：金子　勝
　　　　　　　　　　　　バネリスト：（調整中）
　　　　　　20：20　　まとめ・アピール採択
　　　　　　20：30　　終了

７．参加要請　石狩地本200人　後志地本30人　空知地本30人　胆振地本30人　日高地本10人
　　　　　　　　その他、春闘の取り組みで地域集会が開催される場合は、各地協との連携をお願いします。
８．参加報告　下記報告書で４月17日（水）までにご報告下さい。
９．問い合わせ　ご不明な点などございましたら、道本部自治体政策部（柳田・高田）までお問い合わせ下さい。　TEL　０１１－７４７－３２１１

以　上

自治労道本部自治体政策部（ＦＡＸ：011－700-2053）行き
報告期限：2013年４月17日（水）
シンポジウム「アベノミクスで地域はどうなる!?」
参加報告
単組・総支部名　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　　　　　　　　　　　　　　

参加者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　講師プロフィール　金子　勝


1952年生まれ。慶応義塾大学教授。専攻は制度経済学、財政学、地方財政論。日本社会を集中型メインフレームから地域分散ネットワーク型へ転換させ、エネルギーも産業も雇用も地方主導でやるべき、と主張。ＴＰＰ参加については「小泉構造改革」の焼き直しであり、失敗の反省がない無責任大国ニッポンと断じている。「原子力政策大綱」見直しを議論する「新大綱策定会議」の委員を務めた。近著は「脱原発成長論」「原発は不良債権である」「失われた30年」など。ＴＢＳ「サンデーモーニング」コメンテーター、ＣＳ朝日「ニュースにだまされるな！」司会者を務める。
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